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(2) 熟議  
 フィシキン（Fishkin, J.S., 2009）は，「熟議」が普通の「会話」と比べて，情報，実質的
バランス，多様性，誠実性，考慮の平等という五つの項目全てにおいて高いレベルで実現され





































Ⅲ. 見守りコーディネータの存在  
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れる「コーディネータ」の存在について紹介する。事例研究として，見守り・支え合い活動の















(1) 地域の概況  




住民の転入も増えており，中でも 25〜45 歳が最も多い年齢構成となっている。高齢化率は 15%






(2) 地域支えあい連絡会の発足  








田園調布学園大学紀要 第 15 号 2020(令和 2)年度 
118 
の福祉活動において重要な役割を持つ人たちで構成される。  
 この連絡会では平成 18 年に家庭用緊急カードの作成を行って全戸配布したり，翌年には家





(3) 市による「地域見守りネットワーク構築支援事業」への参画  

























地域の人は耳を傾けない。平成 23 年 4 月にネットワーク構築支援事業に申し込もう
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ークづくりを行うことが難しいと考えた A さんは，平成 23 年 8 月に城郷小机地区の全戸を対
象（約 8000 部）とした「地域見守りネットワーク構築事業アンケート調査」を連絡会と城郷
小机地区連合町内会（中学校圏域レベルの町内会の連合体）の共催で実施した。  







の城郷小机地区に何が必要か（自由記述）」の全 19 問であった。  





















































題をまとめ，共有する必要性があった。A さんは共有を効率的に進めるため，あらかじめ A さ
んによって記入例の書かれた固定の課題報告フォーマットを作成し，各町会に配布して地域の
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